
○牛久市自転車駐車場の設置及び管理に関する条例 

平成２６年９月２９日 

条例第１８号 

改正 令和元年７月２日条例第１号 

牛久市自転車駐車場の設置及び管理に関する条例（平成１０年条例第３号）

の全部を改正する。 

（目的） 

第１条 この条例は、牛久市自転車駐車場（以下「自転車駐車場」という。）

の設置及び管理に関し必要な事項を定め、自転車利用者の利便に資すること

を目的とする。 

（名称及び位置） 

第２条 自転車駐車場の名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 位置 

牛久駅東口自転車駐車場 牛久市中央5丁目27番地10 

ひたち野うしく駅東口自転車駐車場 牛久市ひたち野東1丁目9番地2 

ひたち野うしく駅西口自転車駐車場 牛久市ひたち野西3丁目9番地1 

（指定管理者による管理） 

第３条 市長は、第１条の目的を達成するため、地方自治法（昭和２２年法律

第６７号）第２４４条の２第３項の規定に基づき自転車駐車場の維持及び管

理を法人その他の団体であって、指定するもの（以下「指定管理者」という。）

にこれを行わせることができる。 

２ 市長は、前項の規定により指定管理者の指定をするときは、公募するもの

とする。 

（指定管理者が行う業務） 

第４条 指定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。 

(1) 自転車駐車場の利用の許可に関する業務 

(2) 自転車駐車場の利用料（以下「利用料」という。）の徴収に関する業務 



(3) 自転車駐車場の施設、設備及び物品等の維持管理に関する業務 

(4) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務 

（指定管理者の管理の期間） 

第５条 指定管理者が自転車駐車場の管理を行う期間は、指定を受けた日の属

する年度の翌年度の４月１日（当該指定を受けた日が４月１日である場合は、

当該日）から起算して５年の間とする。ただし、再指定を妨げない。 

（指定管理者の指定の申請） 

第６条 第３条の規定による指定を受けようとするものは、規則で定める申請

書に規則で定める書面を添えて、当該指定について市長に申請しなければな

らない。 

２ 前項の規定は、前条ただし書の再指定の場合について準用する。 

（指定管理者の指定） 

第７条 市長は、前条第１項（同条第２項において準用する場合を含む。）の

規定による申請があったときは、次の各号のいずれにも該当するもののうち

から指定管理者の候補者を選定し、議会の議決を経て指定管理者を指定しな

ければならない。 

(1) その事業計画による自転車駐車場の運営が住民の福祉の向上、平等利用

を確保することができるものであること。 

(2) その事業計画の内容が自転車駐車場の効用を最大限に発揮させるととも

に、その管理に係る経費の節減が図られるものであること。 

(3) その事業計画に沿った管理を安定して行う物的能力及び人的能力を有す

るものであること。 

（事業報告書の作成及び提出） 

第８条 指定管理者は、毎年度終了後３０日以内に、次の事項を記載した事業

報告書を作成し、市長に提出しなければならない。ただし、年度の途中にお

いて第１０条第１項の規定により指定を取り消されたときは、その取り消さ

れた日から起算して３０日以内に当該年度の当該日までの間の事業報告書を



提出しなければならない。 

(1) 自転車駐車場の管理業務の実施状況及び利用状況 

(2) 利用料の収入実績 

(3) 自転車駐車場の管理に係る経費の収支状況 

(4) 前各号に掲げるもののほか、指定管理者による自転車駐車場の管理の実

態を把握するために市長が必要と認めるもの 

（業務報告の聴取等） 

第９条 市長は、自転車駐車場の管理の適正を期するため、指定管理者に対し、

その管理の業務及び経理の状況に関し定期に、又は必要に応じて臨時に報告

を求め、実地に調査し、又は必要な指示をすることができる。 

（指定の取消し等） 

第10条 市長は、指定管理者が前条の指示に従わないとき、その他指定管理者

の責めに帰すべき事由により当該指定管理者による管理を継続することがで

きないと認めるときは、その指定を取消し、又は期間を定めて管理の業務の

全部若しくは一部の停止を命ずることができる。 

２ 前項の規定により指定を取消し、又は期間を定めて管理の業務の全部若し

くは一部の停止を命じた場合において指定管理者に損害が生じても、市長は

その賠償の責めを負わない。 

（駐車対象車両） 

第11条 自転車駐車場に駐車できる車両（以下「自転車等」という。）は、次

のとおりとする。 

(1) 道路交通法（昭和３５年法律第１０５号）第２条第１項第１１号の２に

規定する自転車 

(2) 道路交通法第２条第１項第１０号に規定する原動機付自転車 

(3) 道路交通法第３条に規定する大型自動二輪車及び普通自動二輪車（側車

付きのものを除く。） 

(4) その他市長が特に認めたもの 



２ 前項の規定にかかわらず、指定管理者が特に必要と認めた自転車駐車場に

ついては、市長の承認を得て大型自動二輪車、普通自動二輪車及び原動機付

自転車の駐車を禁止することができる。 

（利用の種別） 

第12条 自転車駐車場の利用の種別は、次のとおりとする。 

(1) 定期利用 １月を単位とする利用をいう。 

(2) 一時利用 定期利用以外の利用をいう。 

（利用時間） 

第13条 自転車駐車場の利用時間は、午前０時から午後１２時までとする。 

（利用の許可） 

第14条 自転車駐車場を利用しようとする者（以下「申請者」という。）は、

規則で定めるところにより、指定管理者の許可を受けなければならない。 

（利用の許可の制限） 

第15条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当する場合は、自転車駐車場

の利用を許可しないことができる。 

(1) 収容台数を超えるおそれがあるとき。 

(2) その他指定管理者が自転車駐車場の管理に支障があると認めるとき。 

（利用の許可の取消し等） 

第16条 指定管理者は、第１４条の許可を受けた者（以下「利用者」という。）

が次の各号のいずれかに該当する場合は、許可を取消し、又は利用を停止す

ることができる。 

(1) この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。 

(2) 利用の権利を譲渡し、又は転貸したとき。 

(3) 牛久市、国、県又は他の地方公共団体その他公共団体において公用又は

公共の用に供するために必要とするとき。 

(4) その他指定管理者が管理上必要があると認めるとき。 

（利用料） 



第17条 自転車駐車場の利用料（以下「利用料」という。）は、別表に定める

額を上限として、指定管理者が市長の承認を得て定めることができる。 

２ 利用者は前項により定められた利用料を、指定管理者に納付しなければな

らない。 

（利用料の免除） 

第18条 指定管理者は、規則で定める基準に従い、特別の理由があると認める

ときは、利用料を免除することができる。 

（利用料の還付） 

第19条 既に納付された利用料は、還付しない。ただし、指定管理者は、規則

で定める基準に従い、特別の理由があると認めるときは、その全部又は一部

を還付することができる。 

（利用料等の収入） 

第20条 市長は、指定管理者に自転車駐車場の維持及び管理を行わせる場合に

おいて、利用料を当該指定管理者の収入として収受させるものとする。ただ

し、市長は、必要があると認めるときは、指定管理者からその一部を納付金

として徴収することができる。 

（供用の休止） 

第21条 指定管理者は、自転車駐車場の補修その他管理上必要があると認める

ときは、自転車駐車場の全部又は一部の供用を休止することができる。 

（禁止行為） 

第22条 自転車駐車場においては、次の各号に掲げる行為をしてはならない。 

(1) 自転車駐車場の施設若しくは附帯設備又は駐車中の他の自転車等をき損

し、又は汚損すること。 

(2) 他の自転車等の駐車を妨げること。 

(3) 火気類を使用すること。 

(4) 発火性又は引火性の物品を積載し、駐車すること。 

(5) 前各号に定めるもののほか、自転車駐車場の管理に支障を及ぼすおそれ



のある行為をすること。 

（原状回復義務） 

第23条 指定管理者は、その指定の期間が満了したとき、又は第１０条第１項

の規定により指定を取り消され、若しくは期間を定めて管理の業務の全部若

しくは一部の停止を命ぜられたときは、その管理しなくなった施設等を速や

かに原状に回復しなければならない。ただし、市長の承認を得たときは、こ

の限りでない。 

（損害賠償の義務） 

第24条 市長及び指定管理者は、自転車駐車場に駐車する自転車等のき損又は

滅失については、その責任を負わないものとする。 

２ 指定管理者は、故意又は過失により、自転車駐車場を滅失し、若しくは損

傷した場合は、それによって生じた損害を市に賠償しなければならない。た

だし、市長が特別の事情があると認めるときは、この限りでない。 

３ 自転車駐車場の利用者（以下「利用者」という。）は、自転車駐車場の利

用により第三者に損害を及ぼすおそれがある場合は、利用者の責任において

損害の発生を防止し、第三者に損害を及ぼした場合は、利用者の負担におい

て賠償しなければならない。 

４ 利用者は、善良なる管理の注意を怠り、又は不当に利用し、若しくは指定

管理者が不可効力と認める以外の理由で自転車駐車場の施設若しくは附帯設

備を滅失し、若しくは損傷した場合は、現状の回復及び損害の賠償の義務に

任じ、これによって生じた費用はいかなる名目をもってするも、指定管理者

に請求することはできない。 

（無許可駐車自転車等に対する措置） 

第25条 指定管理者は、自転車駐車場内に次の各号のいずれかに該当する自転

車等があるときは、当該自転車等を移動し、保管することができる。 

(1) 第１４条の許可を受けていない自転車等 

(2) 第１６条の規定により許可を取消された自転車等 



２ 前項の自転車等の取扱いは、牛久市放置自転車等防止に関する条例（平成

２６年条例第２０号）第１２条及び第１３条の規定を準用する。この場合に

おいて、同条例第１２条第１項中「前条」とあるのは「牛久市自転車駐車場

の設置及び管理に関する条例第２５条第１項」と、同条第４項中「自転車等

が放置されていた区域」とあるのは「自転車駐車場内」と読み替えるものと

する。 

（牛久市による事務の実施） 

第26条 市長は、第３条の規定による指定管理者の指定を行わないとき、第１

０条の規定により指定管理者が指定を取り消されたとき若しくは期間を定め

て管理の業務の全部若しくは一部の停止を命じられたとき、又は指定管理者

が天災その他の事由により管理の業務の全部若しくは一部を行うことが困難

となった場合において必要があると認めるときは、この条例の規定にかかわ

らず、管理の業務の全部又は一部を自ら行うものとする。 

２ 市長は前項の規定により管理の業務を行うこととし、又は同項の規定によ

り行っている管理の業務を行わないこととするときは、あらかじめその旨を

告示しなければならない。 

３ 第１項の場合において、第１２条（見出しを含む。）中「利用」とあるの

は「使用」と、第１３条（見出しを含む。）中「利用」とあるのは「使用」

と、第１４条の見出し中「利用」とあるのは「使用」と、同条中「利用」と

あるのは「使用」と、「指定管理者」とあるのは「市長」と、第１５条の見

出し中「利用」とあるのは「使用」と、同条中「指定管理者」とあるのは「市

長」と、「利用」とあるのは「使用」と、第１６条の見出し中「利用」とあ

るのは「使用」と、同条中「指定管理者」とあるのは「市長」と、「利用」

とあるのは「使用」と、第１７条の見出し中「利用」とあるのは「使用」と、

同条第１項中「利用」とあるのは「使用」と、「別表に定める額を上限とし

て、指定管理者が市長の承認を得て定めることができる」とあるのは「別表

に定める額とする」と、同条第２項中「利用」とあるのは「使用」と、「指



定管理者」とあるのは「市長」と、第１８条の見出し中「利用」とあるのは

「使用」と、同条中「指定管理者」とあるのは「市長」と、「利用」とある

のは「使用」と、第１９条の見出し中「利用」とあるのは「使用」と、同条

中「利用」とあるのは「使用」と、「指定管理者」とあるのは「市長」と、

第２１条中「指定管理者」とあるのは「市長」と、２４条第１項中「市長及

び指定管理者」とあるのは「市長」と、同条第３項中「利用」とあるのは「使

用」と、同条第４項中「利用」とあるのは「使用」と、「指定管理者」とあ

るのは「市長」と、第２５条中「指定管理者」とあるのは「市長」と、別表

の備考２中「利用」とあるのは「使用」と読み替えるものとする。 

（秘密保持義務） 

第27条 指定管理者又は自転車駐車場等の業務に従事している者（以下この条

において「従事者」という。）は、牛久市個人情報保護条例（平成１６年条

例第３２号）第１５条第１項に規定する契約又は協定を遵守し、個人情報が

適切に保護されるよう配慮するとともに、自転車駐車場等の管理に関し知り

得た秘密を他に漏らし、又は自己の利益のために利用してはならない。指定

管理者の指定の期間が満了し、若しくは指定を取り消され、又は従事者の職

務を退いた後においても、同様とする。 

（委任） 

第28条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２７年４月１日から施行する。 

（準備行為） 

２ 第７条の規定による指定に関し必要なその他の行為は、この条例の施行前

においても、第６条第１項及び第７条の規定の例により行うことができる。 

附 則（令和元年条例第１号） 

（施行期日） 



１ この条例は、令和元年１０月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例による改正後の牛久市自転車駐車場の設置及び管理に関する条例

の規定は、この条例の施行の日以後に納付する駐車場の使用料（施行の日以

後の駐車場の使用に係る使用料に限る。）から適用し、施行の日前に納付し

た駐車場の使用料については、なお従前の例による。 

別表（第１７条関係） 

名称 区分 定期駐車 一時駐車 

期間 一般 学生 

牛久駅東口自

転車駐車場 

自転車 1月 1,270円 1,050円 1回100円 

3月 3,150円 2,630円 

6月 6,090円 5,040円 

原動機付自

転車 

1月 1,900円 1,580円 1回200円 

3月 4,720円 3,890円 

6月 9,120円 7,550円 

大型及び普

通自動二輪

車 

1月 2,520円 2,100円 1回300円 

3月 6,300円 5,250円 

6月 12,170円 10,070円 

ひたち野うし

く駅東口自転

車駐車場及び 

自転車 1月 1,900円 1,470円 1回100円 

3月 4,720円 3,670円 

6月 9,020円 7,030円 

ひたち野うし

く駅西口自転

車駐車場 

原動機付自

転車 

1月 2,840円 2,200円 1回200円 

3月 7,130円 5,450円 

6月 13,630円 10,490円 

大型及び普

通自動二輪

1月 3,780円 2,940円 1回300円 

3月 9,440円 7,340円 



車 6月 18,030円 14,050円 

（備考） 

１ 学生とは、学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１条に規定する

学校又はこれらに類するものとして市長が認める施設に通学し、又は通

園している者をいう。 

２ 一時駐車は、利用の開始から２４時間以内を限度とする。 

 


